
【【使使用用ルルーールル】】  

問題が発生した場合 

  ・自分で直せない場合は、先生や他の TEM使用者に相談。 

  ・JEOLのサービスに電話で問い合わせるも可。 

   (TEM室の固定電話は外部の電話番号のはじめに「0」を押すことで、外部につながる。) 

  ・発生した問題を先生、TEM使用者全員に共有する。 

 

◎禁止事項 

 ・4連ホルダ使用時は対物しぼりを使用しではならない。 

 ・Curr. Densityが 30[pA/cm2]以上で蛍光板を上げてはならない。 

           →モニター左下の「screen」の Curr. Densityで確認。 

 ・Diffモードで蛍光板を上げてはならない。(Diｆｆモードは原則使用禁止) 

 ・持参した USB等は使用してはならない。 

→データの持ち出しには、CD-Rを使用すること。 

 

◎共有事項 

 ・CD-Rの残りが少なくなったら、加藤研へ連絡。 

 ・TEMの PCにデータを大量に残さないこと。 

→観察の際に前回のデータを削除。 

 

◎観察終了時は使用記録に記入をすること。 

 

 

 

 

◎しぼりについて 

 TEMに向かって左側にバーが倒れていれば、しぼりが入っていることとなる。 
<連絡先> 

◎各研究室(内線) 

  吉村先生 7439 

  吉村研 7438 

  加藤研 7260 

 

◎日本電子 

  0120-134-788 

 

◎TEM室 

  (内線)7765 

  (外線)044-934-7765 


